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話題－愛媛大学の取り組み：「愛媛と四国のインフラを守る人材育成講座について社会基

盤メンテナンスエキスパート（ＭＥ）養成講座」 

 

1. 講座の目的と概要 

1.1 目的と概要 

愛媛大学のＭＥ養成講座は、次の目的を掲げている(図 1)。 

(1) 社会インフラのアセットマネジメントならびに長寿命化の観点に立って、俯瞰的に社

会基盤の維持管理を行うことのできる技術者（いわば社会基盤の“目利き”）を養成する。 

(2) 愛媛や四国の地域特性を踏まえて、地震災害や豪雨災害などに対する防災・減災に関

しても地域の核となる技術者を育成する。 

 

 

図 1 ＭＥ養成講座の概要 

 

1.2 カリキュラム 

ＭＥ養成講座のカリキュラムは、大きくコアカリキュラムとローカルカリキュラムとか

らなる（図 2）。 

コアカリキュラムは、図 2に示す濃い枝葉の部分で、「橋梁」、「地盤構造物」、「舗装」、「ト

ンネル」、「河川構造物」、および「上下水道」が対象となる。 

一方、ローカルカリキュラムは「災害と対策」に関わる対象物の維持管理について設け

られている。それらを根幹から支える考え方として、「アセットマネジメント」が位置づけ

られており、構造物の長寿命化のために維持管理を続けるか否かの判断を行うライフサイ

クルコスト、また、物事を危機管理的にみるリスクマネジメント等の講座が含まれている。 
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図 2 社会基盤メンテナンスエキスパート養成講座科目構成関係イメージ図 

 

平成 26 年度のＭＥ養成講座は 10 日間にわたり、前半：10 月 2731 日の 5 日間、後半：

11 月 1721 日の 5 日間に分けて開催した（表 1）。開講期間を二つの期間に分けたのは、受

講生が参加しやすいように考慮したものである。今年度の受講生は 26 人（行政期間から 12

名、民間企業から 14 名）であった。一度にフィールドワークを行うためには、これ以上の

人数では徹底した養成は困難である。 

 

表 1 社会基盤メンテナンス養成講座カリキュラム一覧(PPT 資料外の資料を使用) 
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2. 社会インフラ再生技術者育成 

愛媛大学で行っているＭＥ養成講座は、5大学（岐阜大学、長崎大学、長岡技術科学大学、

山口大学、愛媛大学）のコンソーシアムの中で、参画機関連合会議を設けて活動を行って

いる。ワーキンググループ（WG）として、地域定着化検討 WGとカリキュラム WGの二つが

ある。平成 26年度のプロジェクトは、文部科学省 平成 26年度「成長分野等における中核

的専門人材育成の戦略的推進」事業として、「地域ニーズに応えるインフラ再生技術者育成

のためのカリキュラム設計」のもとに行われている（図 3）。岐阜大学の ME養成講座の活動

は先行しており、平成 20年度から始めている。平成 25年度までに、岐阜大学では 189名

の MEが輩出されている。 

そして愛媛社会基盤メンテナンス推進協議会は、国土交通省四国地方整備局、愛媛県土

木部、愛媛県内 20市町（自治体）、NPO法人愛媛建設技術支援センター、愛媛県測量業協会、

建設コンサルタンツ協会、愛媛県土木施工管理技士会、愛媛県建設業協会、西日本高速道

路㈱四国支社等、33団体から構成されている(図 4)。 

 

 

図 3 インフラ再生技術者育成のためのカリキュラム設計 
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図 4 社会基盤エキスパート組織・構成図一覧 

 

ＭＥ養成講座のねらいは図 5に示す。図 5右はもう一つのねらいの人的ネットワークの

形成である。産官学の垣根を越えて自由な討論等ができる環境となる。 

 

 

 

図 5 ME 養成講座の狙い 

 

 

ＭＥ養成講座の様子は、図 6図 10に示す。 
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図 6 ME 養成講座講義の模様 

 

 

図 7 ME 養成講座講義の模様（座学、演習、フィールドワーク：下水道） 

 

 

 

図 8 ME 養成講座講義の模様（座学、演習、実験） 
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図 9 ME 養成講座講義の模様（橋梁フィールドワーク） 

 

 

図 10 法面、トンネルのフィールドワークの状況 

 

ME養成講座の認定試験は、講座修了後しばらく期間を置き、筆記試験ならびにプレゼン

テーション試験で行われた（図 11）。 

 

図 11 ME 認定試験までのプロセス 
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3. ＭＥ養成講座受講前後の意識調査 

ＭＥ養成講座受講生全員に対して、受講前後に以下のアンケート調査を実施した。 

A. あなたは、日常の業務の中で、インフラ施設を、その施工から、点検、診断、補修、維

持管理、廃棄に至るまで、全体の流れの中に位置付けて検討することがありますか？ 

B. あなたは、日常の業務に関わり無く、地域におけるインフラ施設一つ一つに対して、健

全な状態に維持できるように、常日頃より気にかけていますか？ 

C. あなたは、日常の業務に関わり無く、市民がインフラ施設を安全で快適に利用できるよ

うに、常日頃より気にかけていますか？ 

D. あなたは、地域におけるインフラ施設を大切に維持管理する仕事に誇りを感じますか？ 

E. あなたは、インフラ施設の整備や維持管理を通じて、我が国の国土や地域の保全に貢献

することに誇りを感じますか？ 

F. あなたは、ご自身が所属する組織の外に、インフラ施設の整備や維持管理について相談

したり話し合える人はどの程度いますか？ 

G. あなたは、地域におけるインフラ施設を大切に維持管理することの重要性を市民に向け

て積極的に伝えていきたい、と思いますか？ 

ここでは、項目Ａ、Ｄ、Ｆ、およびＧについて挙げる（図 1215）。 

 
図 12 変容調査 A の問いに関しての調査 

 

図 13 変容調査 D の問いに関しての調査 
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図 14 変容調査 F の問いに関しての調査 

 

図 15 変容調査 G の問いに関しての調査 

 

もともと高い意識で望んだ受講生の意識は、より積極的な意識へと変容している。 

例えば、維持管理の仕事に対する誇り（項目Ｄ）では、17段階のうち段階７で実施前

31%が実施後 46%となっており、実施後、誇りもって維持管理の仕事に望む姿勢がうかがわ

れる。また、相談したり話し合える人について（項目Ｆ）では、区分 5(10人24人)で実施

前 4%、実施後が 19%となり大幅に割合が増えている。このことは、社会インフラの維持管

理について技術者間で話し合いができるのみならず、第三者に対して積極的に説明責任を

果たせる能力に繋がるものと考えられる。 

 

また、アンケート結果は別途「平成 26 年度社会基盤メンテナンスエキスパート（ＭＥ）

養成講座 アンケート結果 報告書」にまとめているので参照されたい。 

以上 

 


